
一20一

地質調査所における

石油国天然ガス

調査事業の歩み

鈴木尉元(燃料部)

奡獵浯瑯���

まえがき

本年100周年を迎える地質調査所において石油調査

事業は80年以上の歴史をもっており経常的な図巾調査

事業につぐながい伝統をもっている(山根･三土1954).

しかしその事業はその時々の政治的な･経済的な･また

社会的な背景に左右され強力に推進されたりほとん

ど影をとどめ放い程に衰微したりして現在にいたってい

る.

初期のものは20万分の1の地質図作成の合剛苧行わ

れた調査をまとめるという形をとっており中島謙造に

第1表油田調査史
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第3次汕出調査
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特別研究閉三系堆禎盆地の形成機構の棚=究"
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よって明治20年に静岡県相良油田明治29年に日本全

国の産油地に関する報告としてまとめられた.これら

は我が国における最初の本格的な石油に関する報告書

である･これ以前にはライマンと彼の弟子達による

産油地の調査カミ明治9年から11年まで行われている.

地質調査所における本格的な石油調査事業は明治33

年から42年までの第1次油田調査にはじまる.この調

査では主として新潟油田カミとりあげられその大部分

カミ油田図として出版され油田とその周辺の地質の実態

が明らかにされた.

その後しばらく本州の油閏調査カミ細々と行われる時

期がつづくが北海道では鉱物資源調査ということで

明治43年から大正13年まで各種の地質調査が行われた.

その中で油田や油徴地の調査もとりあげられそれらの

実態カミ周辺の地質とともに明らかにされた.

大正6年から13年まで第2次の油田調査事業が行わ

れた(第1表).この調査では秋田油田カミ大きくとりあ

げられその他青森･山形･新潟県の各地が調査対象

となり満目ヨとその周辺の地質カミ明らかにされていった.

その復しばらく油田調査は細々とつづけられるが

昭和11年にいたり第3次の油田調査がはじめられた.

この時期の調査は従来の地質調査にくわえて重力･

爆破地震など地球物理的手法カミ導入され新しい展開カミ

期待されたカミ太平洋戦争にはばまれて昭和17年で終

りをつげるに至った･昭和17年頃からは多くの地質

家は東南アジア各地に派遣され内地の調査はほとん

ど影をとどめない程になってしまった.

第2次大戦後においては昭和36年から行われる特別

研究r構造性天然ガス｣で油田地帯の本格的な調査が

始まりさらに昭和42年から47年までは特別研究

r第三系堆積盆地の形成機構の研究｣で新潟油田カミ集

中的に調査されたしかしその後油田地帯の調査は

ほとんど行わ松ダ現在に至っている.

このような経緯をたどった油田調査に対して我われ

の先輩は文字通り身1打Lをそそぎ油田地帯の層序や構

造さらに産油層の実態を明らかにしわが国の産業界

にまた学界に大き枚買献をしてきた.

筆者はこの機会にそれらの調査をふり返り我われ�
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策1図B,S.ライマン

第2図

ライマンの全国油田調査径路(今井功1966)
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の立っている足場と今後の方向について考えてみたいと

いうことでこの小論を執筆した.

小論を書くにあたり地質部の今井功氏には文献

や資料についていろいろ御教示いただいた.また燃

料部の小玉喜三郎氏には原稿を読んで御意見をいただ

いた.記して感謝の意を表する.

1.初期の油田調査

ライマンの調査

わが国における近代的な油田調査はライマン(B･甘

jaminSmithLYMAN)による明治9年の新潟･長野県

の調査に始まる(第1図).この調査は助手たちをいく

つかの班に編成して調査地域を分担させライマン自身

はそれらの調整とより広い地域の予察調査を行ったも

のである(第2図)･

翌明治1C年には桑関知明と西山正吾が秋田県下の各

油田杉浦譲三と坂市太郎か静岡の相良油田他の助手

たちは三班に分かれて新潟の各油田を調査しライマン

は安達仁造をともない5月には相良油田7月から

12月まで近畿以東の予察旅行を行っている.

明治11年には助手たちの大部分は新潟の油田調査に

あたった･ライマンは6月から翌年2月までおも

に関西以西の旅行を行っている.

これらの調査結果は年次報告で詳細にのべられている

がライマンは明治12年7月30目の契約満期後も自費

でわが国にとどまり一切の報文を提出した.

しかし新潟県の石油地地質測量図はようやく油層

の状態が察知できるまでにこぎつけたけれども完成ま

でにはさらに日数を要し助手を督励して翌明治13年冬

にいたってようやく完成することカミできた.それで

も測量結果の全部をまとめた図面は完成せずライマン

帰国後の明治14年春助手の賀田貞一が原稿をもってア

メリカに渡り完成した..しかし印刷費を工部省が支

出することカミできずライマン白ら私財をなげうって印

刷し賀田に日本へ持ちかえらせた.これは現在

地質調査所に保管されており今井功(1966)に引用さ

れている､地質調査所ができた頃に参考にすることが

できた資料としてはこのライマンの新潟油田の資料と

ペンシルバニア地質調査報告だけで他には何もなかっ

たということである(桑田権平1937).

ライマンの業績としては北海道の石炭開発を指導促

進したこと越後油田に世人の注意を惹付けたこと地

下同高線の描き方をいち早く我邦に入れたことライマ

ン流の実用的地質家十余名を育成したことがあげられて

いる(佐川栄次郎1921)･ライマンの石油に対する貢献

は石炭に比較すると小さいけれども高く評価しなけれ

ばならない.

中島謙造の報告

ライマンにつづく調査は中島謙造によって行われた

(第3図).彼は明治19年に20万分の1の静岡図巾の調

査に従事しその際応用地質に関する資料を蒐集した.

それと明治10年から13年にわたって行われたライマン

の助手坂市太郎と杉浦譲三による調査をまとめて遠江

榛原郡石油地すなわち静岡県の相良油田の地質につい�
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策3図中島謙造

て記述した(中島1887).この報文には相良油田の

沿革･地質･産油状況や油質について記されていて背

斜頂部に石油が胚胎されていることがのべられており

さらに油田周辺の地質図と断面図が付けられた本格的な

報文である.

ついで中島は明治27年の春と秋20万分の1米山お

よび弥彦図巾の調査に従事し新潟油田の多くを調査す

る機会をもった.その結果と地質調査所内外の技術

者の資料を集め明治29年r本邦石油産地調査報文｣

をあらわした･この報文を書いた目的を中島はつぎの

ように記している.明治維新以後鉱業は年をおって

発展しているように見えるけれども石油鉱業は遅々と

して技術的な発展を見ない･これは油田地帯に関す

る資料かとぼしいことに一つの大き匁原因がある.ラ

イマンの調査はたいへん貴重なものであるカミ同氏の報

文は産地を記載したものにすぎたい.本邦産油地実測

か完成されていたならば非常に役立っていただろうか

これも工部省が廃止されて一片の実測図が刊行されて終

ってしまった.また実際に開発に従事する人に必要

な報文もづいていない.わが国の石油鉱床は出油条件

カミひじょうに複雑であるからそれを十分に知って開発

を指導するには一朝一夕の調査ではすまない.それま

でのつなぎとして産油地と徴候地について当時まで

に明らかにされていたことを記しておくというもので

あった.

この報文には北海道･青森･秋田･山形･佐渡･新

潟･長野･群馬･静岡･和歌山･鳥取･隠岐･島根･岡

山がとりあげられているが当然のことなカミら北海道･

秋田･新潟に多くのぺ一ジがさかれている･秋田につ

いては第三系･第四系･各種火山岩といった大まかな

地質分布図上に出油井･廃井･徴候地を記した図カミ提

示されている･新潟については坑井柱状図が数多く

つけられ当時最盛期にあった東山油田と尾瀬油田につ

いてはくわしい坑井分布図か示されている.結論で

は開発にあたる人達に対する啓蒙を意とした有油の成

因論や鉱床の形態などが記されていて明治の息吹を強

く感じさせる報文である.このように中島のこの報

文は231ぺ一ジにのぼる本邦ではじめての本格的な石

油地質に関する報文である.

この当時は石油の分析試験も行われている(近藤会

次郎･橋本新一1896)･これは秋岡･新潟･静岡の原

油について比重･色･臭･分溜試験などを行い原油の

良否を調べその工業的価値を知るためであった･

2.第一次の油田調査

19世紀末は世界的に石油産業が興隆した時期でわ

ほうでん

が国でも明治21年に日本石油会社明治25年に宝田石

油会社が設立されている(表2).さらに明治26年頃

からアメリカのスタンダｰド石油やイギリスのサミュエ

ル商会(後のシェノレ石油)の日本進出があり明治33年11

月にはスタンダｰド石油カミインタｰナショナル石油を

設立し積極的に北海道の石油開発に乗りだしてきた.

このために試掘出願が殺到し地質調査所へは調査

の依頼があとを絶たなかった.そしてついに議会で

滴閏調査の重要性が論じられ明治33年7月から地質

調査所において油田調査が実施されることになった.

第1次帝国油田図

この油田調査の目的は油田の地質をこまかく調べ

石油の胚胎状態を明らかにし油田開発方針を示して

石油鉱業を発展させることにあった.この調査に際し

ては2万分の1ないし4万分の1の地形および地質図

がつくられ油井が密集した地域や有望地域については

千分の1ないし5千分の1の地形図や地質図カミ作製され

た.また断面図によって含油層あ位置や石油の胚

胎状態を示し説明書がこれらにつけられた.

この油閏調査が行われるまでのわが国の油田の状況は

新潟県の新津･尾瀬･東山･宮川･西山油田静岡県の

相良油田北海道の振老油田がすでに発見されており

東山や尾瀬油田が最盛期であった(表3).ついで油

田調査の行われた明治33年から39年頃には新潟県では

小千谷･鳥越油田北海道の石狩油固などが発見され西

山･東山油田カ撮盛期に達しこの間にわが国の石油の

生産量は約3倍に増加した･この時期の石油の生産の

大部分は新潟油閏で行われており油目ヨ調査の主力はこ

の新潟油岡にそそカミれた(第7図).

すなわち新潟県では東山･西山･新津の大油田につ�
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策2表

石油調査および石油鉱業年表

��

1880一

1890一

1900一

1910一

1920一

1930一

1940一

1950一

!960一

���

LYMANの石油地質調査(～1878)

LYMANほか日本油目ヨ芝地質及地形図

中島謙造:遠江榛原石油地の地質

中島謙造:本邦石油産地調査報文

地質調査所油田調査事業着手

大同本帝国油田図第1区(東山泊岡)発行

インタｰナショナル石油会社北海道地質調査

地質調査所鉱物調査事業に着手

伊木常誠蘭領印度およびビルマの石油調査

地質調査所油田調査事業中止

地質調査所臨時事業として油田調査事業再開

目本石油新津油田で重力探査

小林儀一郎北樺太油田の調査主任(～1923)

地質調査所油田調査･鉱物調査事業廃止

台湾油田･北樺太油目ヨの調査

南樺太･北樺太･蘭領ボルネオ油田調査

北樺太油田･蘭領ボルネオ油田調査

南北樺太油田調査

油田調査事業再開

油田調査で構造試錐

油田調査で重力探鉱

多数の所員中国･東南アジア各地に派遣

阿波丸撃沈(青地清彦ら10名の職員殉職)

油田調査はPEACの計画にそって推進

全国天然ガス調査開始

東京ガス田の発見

特別研究天然ガス調査閲姶

ユ/200万r日本油田ガス閏分布図｣

沖縄天然ガス調査開始

特別研究:構造性天然ガス調査開始･日本油田ガス田図刊

行開始.

可燃性天然ガスおよび石油資源開発5ケ年計画

新潟の構造性天然ガス調査で空中磁気探査

特別研究:第三系堆積盆地の形成機構の研究開始

目本石油会社創立

宝田石油会社設立

インタｰナショナル石油会社設立

目本石油会社

インタｰナショナル石油を買収

大目本石油鉱業設立→昭18帝百へ合併

北樺太曲目ヨ開発のため北辰会結成

東大工学部に石油採鉱講座新設→主任伊木常誠農商務

省に燃料研究所設立

目本石油宝田石油を併合.

石油技術協会創立

石油業法公布

石油資源開発法公布

帝国石油株式会社設立

商工省に石油開発促進委員会(PEAC)設置

石油資源開発株式会社設立

アラビア石油株式会社発足

アラスカ石油株式会社設立

石油開発公団設立

石油開発公団

石油開発技術センタｰ設置�
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策3表石油鉱業発達吏年表(地質調査所1957)

発

見

油

田

名

調

査

.探

鉱

開

発

新��東�����������

津��山�����������

尼��������鮒1鵡爵1舗秤榎1雛1嚇1驚1雛�����

瀬�������������

相�������������

良��������川根勝金1干等梨驚���11w海森厚石加).山･田名治工韮麦坂川油蕃知崎��

��地��日宝��鉱�������

��質��本田��業�������

��調��石石��法�������

��査��油油��制�������

��所�K�K��{�������

������疋�������

��昌皿�����������

��奴�K�K���������

��置��創創���������

���立�｣｣���������

����並�������北燃海商日ボ石協万太帝帝石石樺斜軍工本ル油和油平国国油油太研燃省鉱ネ業鉱資洋石石開ガ石究料援業オ法業源石油油発ス油所廠助K石実K開油資K促開K設設開K油施K発K源K進発K置置始創会創法KK.創委法創立社立制創K立設撞立創定立創'橿行･��

���������立��立��

����東�調��秋大�高重地��八��帝八N�

����山�査��田面�町力震��橋��国橋R�

�ラ���機手�所��氷噴�R探探��C��石三S�

�イ���械掘�油��川油�二査査��■��油四八�

�マ���掘井���五�ガ開開��万��K噴橋�

�ン���成大�田��号�ス始始��噴��K油採�

�地���功噴�調��������

�質����査��大�大��油��争水油�

�調���油�開��噴�噴�����

�������油黒�出����譲攻制法･限�

�査����始�������実.勧�

�H�������川新栓1辛根����施告�

��������大�����

��������面�����

��������豊�����

��������川���森鴛鼻��八

��������旭�小����橋

�������西�川�国����

��������浦羽去山川勝鯉勇内手梯道���田��

�������山������

�������新������

������富津�������
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いてまず調査されついで頸城西部･頸城東部･小千谷

･米山及郷津飛山･寺泊･魚沼の9油田の調査が行われた.

これは新潟油田の主部をほぼおおう調査である.他

には秋田県の南秋田南部の調査が行われたにすぎたい･

これらは伊木常誠によって5油田大塚専一によっ

て4油田佐川栄次郎によって1油田の調査が行われて

いる(第4表).第1区の東山油田は佐川栄次郎によっ

て調査され油田図とその説明書は明治35年に刊行さ

れた.以後ほぼ1年に1図巾の割合で明治43年ま

で10油田図が刊行された.

この油岡調査は大正6年に始まる7万5千分の1の

調査カミｰ図巾4ケ月の調査目数カミ見込まれていたのに対

して実測の地形測量が行われしかも一平方里あたり

平均7.5目すなわち7万5千分の1図巾に対して数倍

の調査目数カミ見込まれたものだけにひじょうに精度の

高いものであった｡したがって上記の調査によって

新潟の各油田の岩相層序と地質構造はほぼ明らかにされ

また石油の胚胎状態も明らかにされた.それらは

今目でも十分に通用するものカミ多い.

油田図以外の地質調査

この時期には上記の帝国油田図に関連した調査以外

に北海道･秋田や新潟油田の予察調査カミ行われている.

井上嬉之助は明治33年と34年に北海道および秋田の油

田調査を行い地質･地質構造･産油状況などについて

報告した(井上1902).伊木常誠(1902)は長野県北�



一25一

第4表第1次油田調査による帝国油田図

第1区

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

区域

越後国東山油岡

羽後国南秋田油田南部

越後国酉山油頭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

新津油因

頸城油岡酉部

頸城油岡東部

小千谷油国

米山及郷津

飛山油閏

寺泊油田

魚沼油因

報告者1

佐川栄次郎

伊木常誠

大塚専一

〃

伊木常誠

〃

大塚専一

〃

伊木常誠

〃

黒行卑1

明治35

〃36

〃36

〃37

〃38

〃39

〃40

〃41

〃41

〃43

説明書

発行年

明治35

〃36

〃36

〃38

〃38

〃含9

〃40

〃41

〃41

〃43

部および新潟県西部の石油産地を約30目調査しその結

果を報告しているが採油にたえる地域かあるかどうか

はさらに詳細校地質調査が必要であるとのべている.

また伊木は自身の行った秋田油田南部に接する秋田市

新屋町から由利郡道川にいたる地域の調査を明治36年

5月から約2週間行い地質･地質構造･石油露頭を記

載した(伊木1906)･彼はこの地域カミ秋田産油地の

なかでも屈指の有望地域であるから秋困調査会の第1

号井は失敗したがさらに試掘を試みる必要カミありそ

の参考に供するために報告すると述べている.

伊木は明治40年9月の数目間新潟県刈羽郡岡野町

付近を概査し油徴･ガス徴が背斜構造と関係をもつこ

とを報告している(伊木ユ908).

さらに明治41年10月伊木は越後黒川油田の調査にお

もむいている(伊木1909).この地域は天智天皇に

原油を献上したという伝説がありこれまで明治初年

のライマンの調査ライマン監督下に西山章吾･桑田知

明の調査がある･伊木の調査はその後の状況と今後

の発展の可能性を検討するためのものであった.伊木

は地質図と含油層の等高線を示しライマンは数多く

の含油層があるとしたがそうではなく台地の下に頁

岩岩盤かあってそこから洪積期礫層下に流れこんでひ

ろがったものであり大発展する可能性はないと結論し

ている.

伊木は静岡の相良油田の調査も行い層序地質構

造油徴や採油地について記載し色ずりの地質図を付

して将来の油田の拡張方向について論じた(伊木

1909).この報告で興咲深いのは第1期の帝国油田図

の層序が岩石名でよばれたのに対して相良油田の層序

が下位から女神頁岩層･菅ケ谷層･相良頁岩層･萩間蛮

岩層画頁岩及砂岩互層に区分され地名を付した地層名

への変化が見られることである.

坑井内の温度測定

この第1期の油田調査の時代石油坑井内の温度測定

が行われている･これは井戸を掘っていてまさに

油層に到着しようとすると井戸底に熱気を生ずることが

あるといわれておりそれを確認するためであった(伊

木1908)･目本石油会杜の測定結果によると油田地

帯の地温勾配はひじょうに大きいがさらに油層に近づ

くと温度の上昇が多少大きく祖るらしい.伊木はこ

れカミ事実とすると油井を掘襲するとき温度変化に注意

すれば出油するかどうか占うことカミできるだろうと

のべている.

河村信一は明治42年4月に3週間新潟油目ヨに出張し

五智と岩神において温度測定を行い前年の12月に嘱

託の藤敬篤か13目出張してえた測定結果とあわせて滴

田の温度分布を報告した(河村1909).それによると

産油地方は増温率が高いカミその原因が石油にあるの

か岩石にあるのかさらに多数の温度測定が必要である

とのべている.

原油の試験

この時期には原油の分析試験が行われている.こ

の当時すでに石油精製業は一大工業になったけれど

も本邦産原油の性質そのものについて詳細に研究され

'たものは少衣かった.この研究の目的は世界の原油

はパラフィン族を多くもつものとナフテン族を多くも

つものカミあるが目本のものはどちらに似ているか油

質と産油層とはどのような関係にあるかを如ることであ

った.分析したものは新潟産の原油17種であった

(清水省吾1903).

分析結果によるとナフテン族よりなる原油は棚広･

原･岩囲･油固･比礼･浦瀬･桂沢産のものであり主

としてナフテン族よりなるがパラフィン族をも含む原油

は宮川･鎌田･長峯･竹沢･椿沢産のものである.主

としてCnH･n-xより恋る原油は小千谷･坂田産のも

ので第1と第2のものは燈油の原料に適するか第3

のものは多量の媒煙を出し燈油には適し校いとのべて

いる.当時の石油の用途がうかが完て面白い.

さらに清水(1904)は明治36年9月新潟および秋

田に出張した際に採収した原油の蒸溜試験や元素分析

天然ガスの成分分析結果を発表している.

この時期には石油の施光性の試験も行われている

(河村1909).これは植物から生成された石油は右

旋性動物からのものは左旋性を示すというRAKSINの

説や旋光度の極大値の大小はコレステロノレの多少に関�
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係をもつというENGLERの説がありそれを検証するた

めであった.結果は越後産のものはいずれも右旋性

を示したが上記の説についてはかならずしも支持すべ

きものでないと結論している.

海外視察

大塚専一は明治34年9月26目から35年5月11目まで

ロシア･ルｰマニア･オｰストリア･イギリス･北米の

石油事業視察におもむいている(大塚1903).

3.第2次の油田調査まで

第1次の油田調査は明治42年に終り次の油田調査が

行われる大正6年までしばらく本州の油田調査は沈静

する･しかし明治43年から北海道の鉱物資源調査カミ

開始され同地の油田調査カミ活発に行われた.

この時期の石油鉱業は新潟県では比較的小規模な高

町と大面油田が発見され西山･新津油田は最盛期に達

した･秋田県では黒川･豊川･浦山満目ヨなどの大油

田がこの時期に発見され黒川油田は最盛期を迎える･

そして戦前における最大の生産量を記録した.

本州の油田調査

この時期に小林儀一郎(1911)は新潟県南蒲原郡

見附町附近の産油地の調査をおこない地質･地質構造

石油および天然ガスについて記載しこの地域と東山油

田との関係を論じ含油層はまったく別箇のものである

と結論した､この報告には地質図がつけられているが

後年見附油開発見に役立ったといわれる.

さらに小林は当時活況を呈していた新潟県の長嶺油

田の調査を2週間おこなっている(小林1913)一

井上嬉之助は大噴油した秋田県の黒川油田を視察し

た(井上1914).この地域は明治36年に出版された

帝国油田図第2区内に位置するが久しく顧みるものカミ

なかった.しかし2年前目本石油株式会杜が同社

の調査にもとずき試掘をおこない好成績をあげさらに

今回の大噴油にいたった.井上は地質調査所の事業

がまさに応用されたのを見て欣快にたえないこの大噴

油井の南北に背斜軸つまり油脈がつづいているから

将来さらに発展する余地カミあるとのべている.その

後黒川油田は井上カ…予想したように大発展したこと

はよく知られたことである.

この時期には前期にひきつづいて坑井内の温度分布

の調査が行われている.以前から温度分布を調査して

いた河村信一は明治43年2月から3月にかけて約7週

間新潟油田に出張し後谷･宮川･長嶺･鎌田･尾瀬･

小千谷･東山地方などで250坑井の温度測定をおこた

った(河村1911).そして同一深度では平地で温度が

高く山地では低いというK6NIGsBERGERの所論と適

合する結果がえられた(図4)･しかしこの差違は地表

下500い600mで消滅し海水準下630mで約45｡となる.

河村は明治43年10月から11月にかけて約4週間東

山泊閏･新津油田･新潟地方･大口地方に出張し温度

測定を行った(河村1911).その結果地表の凹凸に

対する影響は比較的浅い所にとどまること東山･新津

油田では新津油閏北部の滝谷とその付近を除くと20

余mで1｡温度が増し新潟の他の油田とほぼ同じであ

る.滝谷付近の異常な増温の原因カミ石油によるのか

含油層付近の何らかの物質によるのかは将来の問題で

あるとしている(第4図).また河村(1913)は新潟県の

頸城･西山･東山･新津の各油田において温度測定をお

こないこれまでと同様の結果をえた.

さらに河村(1913)は北海道旭川油田の地下増温率カミ

17.69mであることを報告している.堀田又男(1917)

は大正6年1月新潟県の東山泊固化礼に掘られた

1,314mの坑井で温度測定をおこない200mないし

1,110mまでは19.1い21.3mの地下増温率を示すがそ

れ以下では多少増加することを報告した.

さきに温度測定をおこなった河村は原油に関する様

ざまな分析をおこなった.河村(1910)は静岡県相良

油田の石油の元素分析分溜液の沸騰点とその比重測定

などを行いナフテン属からなることを示した.さら

に石油生成時代の新旧や石油移動過程にともなう飽和

炭化水素と不飽和炭化水素の割合や比重の変化に関する

説を紹介し相良油田では下方に炭化水素定数の大き

い不飽和炭化水素を多量に含有する石油が埋蔵する可

能性についてのべている.

河村(1910)はまた新潟県の勝見産の石油について

分溜試験･粘度･引火点･膨脹率･比重･屈折率･旋光

度の分析･元素分析などをおこないこの石沖カミナフテ

ン属を多量に含み尾瀬産石油に似ていること不飽和

化合物および石蟻分が比較的多いことたらびに井戸の

位置から考えるとこの石油は比較的下層に存在したも

ので静岡産の石油よりも古いものであり岩石中を浸

透して沸騰点が低く比重の小さい成分が多量に上昇し

たものであろうとのべている.

そのほか河村は北海道産の石油試験(河村1912

1913)新潟県東山油田桂沢産の石油試験(河村1913)

を行っている.�
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鉱物調査

明治43年から大正13年まで臨時事業として北海道の

鉱物調査が行われた(第5図).鉱物と銘うたれた調査で

あるが産油地や石油徴候地の調査もかなり行われてい

る.

明治43年には小林儀一郎により胆振国勇払油田と渡

島国濁川油田の調査が行われている｡伊木常誠はこ

の年度の調査の概要を報告しその中で上記満目ヨの地

質･地質構造･油井の分布･油質の記述にくわえてそ

れぞれの地域の10万分の1および20万分の1の地質構造

図に石油露頭を記入した図を公表している･小林自身

の報告は5万分の1の地質図や柱状図主要部は1万

分の1の地質図･断面図さらに油田の柱状図カミ付され

た立派なものである.

明治44年にはやはり小林儀一郎によって石狩国石狩

油田石狩国憲岱別及徳府川産油地天塩国北部及北見

国稚内地方の産油地の調査が行われている.この年度

についても伊木常誠によるくわしい調査の概要報告が

ある.小林儀一郎の報告には地質･地質構造･石油

に関するくわしい記述にくわえて石狩油田の立派な地

質図･断面図が付けられている.恵岱別徳當産油地の

報告には10万分の1の地質図が付されている.

明治45年(大正元年)には北見国宗谷郡及天塩国天塩

郡の石油調査カミ小林儀一郎によって行われている.

この年度も伊木常誠による調査の概要にそれ.らのく

わしい記述がある.小林の調査報告には地質･地質

構造･石油に関する記述があり2万分の1および3万

分の1の地質図･断面図がつけられている､

大正2年には石狩国空知郡両目ヨ村と目高国沙流郡厚

別産油地の調査がやはり小林儀一郎によって行われ

小林自身による大正2年度の調査の概要に簡単な報告カミ

ある.

巨ヨ明治45空

(大正兀年)

慶翻大正2年

大正3年には岡村要蔵によって目高国北西部産油

地の調査が行われている.これは明治43年の伊木に

よる予察調査地域にあたり地質･地質構造･石油の産

状についての記述と3万分の1の地質図1万分の1

の地質断面図石油漬出個所については6千分の1の地

質柱状図がつけられ報告されている.

大正5年には小林儀一郎によって天塩国天塩･遠

別間産油地調査渡島国上磯郡泉沢産油地調査が行われ

ている.いずれも一般的底石油地質の記載がそれ

ぞれ2万分の1および3万分の1の地質図を付しでなさ

れている.

きみ

大正7年には飯塚保五郎･植村癸巳男によって天

塩国留萌炭田及油田の調査が行われている.

第5図北海道鉱物調査における明治43年･44年･45年(大正

元年)一大正2年度の調査範囲.

大正1C年には六角平吉による根室国目梨郡忠類川上

流産油地の調査鈴木達夫による石狩国雨竜郡朱鞠内産

油地の調査が行われている.それぞれ2万分の1およ

び3万分の1の地質図を付した一般的な石油地質報文と

し報告されているがその中で将来の産油の可能性や

試掘の可否が論じられている.

以後油田関係の調査は行われていたい.

海外調査

明治45年2月から6月にかけて伊木常誠はジャワ

･ボルネオ･スマトラ･マレｰ半島ビルマの油田調査

におもむいた.

伊木常誠のこと

第一期の油田調査および鉱物資源調査の初期をとり仕

切った伊木常誠(第6図)は大正2年地質調査所を退き

日本石油株式会杜に入社技師長として油田開発にたず

さわった(伊木常誠先生遭庫録刊行会1962).大正5年

の秋田県黒川油田の発見･開発はその業績の1つとし

て数えられている･その後大正9年東京帝国大学工

学部鉱山学科に石油採鉱学講座カミ新設されるに及びそ

の担任教授に選ばれ昭和8年の定年まで子弟の教育

にあたった(日本地質学会1953)･

伊木は明治30年に東京帝国大学を卒業して地質調査

所に入所し以来16年間終始油田調査などの中心とし

て活躍した.その残されたものはその活躍期間とあ

わせ考えると感嘆のほかない.

この伊木の人柄について岡村要蔵はつぎのようにの�
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べている.r伊木さんは魚沼油田で私に野外調査の手

ほどきをして下さった先生に等しく恩人だし気質も

嘉落でこだわりなく親しみ易い人柄だったので私も

誠に心易く仕事が出来たのに突然頼む先輩を失って少

々心細くなりいっそ伊木さんについて行きたいと思っ

たくらいだった｣(地質調査所八十周年記念物編集委員会

1962)｡

伊木に協力して魚沼油田の調査を行った岡村要蔵は

当時東京帝国大学学生で臨時雇いとして調査に従事し

その結果を地質調査所報告明治41年第6号に発表し

ている.これには井上嬉之助所長の序が付いている

が伊木のバックアップカミあったことは想像に難くな

い.伊木の人柄を感じさせ岡村が上にのべた心境も

わかろうというものである.

また第1次の油田調査とそれに引きつづく時期には

坑井内の温度調査や原油の分析などが行われているが

これも伊木の構想によるところカミ大きいのではないか

と考えられる.

北海道の鉱物資源調査においては自身調査に従事す

ると同時に各年度の調査の概要として長文の報告を書

いている.明治43年度は61ぺ一ジ44年度には104ぺ

一ジ45年(大正元年)度には60ぺ一ジの長文である.

この内容のか放りのものか調査者によるものだとしても

伊木自身がこまかい点までも把握していて単なる名前

だけの指導者でなかったことを示している､この概要

は伊木の退いたあとの大正2年度のものは29ぺ一ジ

大正3年度以降は概要そのものが姿を消してしまう.

4第2次の油田調査

大正6年国内の石油生産量は第2次大戦前の最高を

記録した､このような状勢と大正3年にはじまる第1

次世界大戦の影響にうながされて大正6年から第2

期の油田調査が実施された(千谷好之助1934).

この調査は大正13年まで行われるがこの期間には

秋田県の道川･羽川･桂根･内道川･勝手油田など北

海道では稚内･声問油田など比較的小規模恋油田が発

見されるにとどまった.そして新潟県の大面油田

秋田県の桂根･豊川･旭川･浦山･羽川･内道川油田だ

とカミ最盛期に達したが石油の生産量は次第に減少傾向

をたどっていった.この時期には石油の生産は新

潟県から次第に秋田県に移っていった.

油田調査

油田調査の始まる前年の大正5年には石油関連業務

としては新潟油田の坑井内の温度測定が1週間行われ

第6図伊木常誠

たにすぎなかったが油田調査の始まった大正6年には

秋田県五城目油田と新潟県大面油田の地質調査カミそれ

ぞれ地形測量をともなって行われまた秋田県の油井内

温度測定も行われた.

その後油田調査は大正13年まで毎年2ないし3油

閏がとりあげられその結果は大目本帝国油田図とし

て出版された(表5).それらは新潟県では大面･加

茂･余板･村上油田図山形県では最上･新庄･大石田

の3油岡図秋田県では五城目南部･五城目北部･亀田

本荘･矢島･能代･鷹ノ集･和田･神宮寺･男鹿島･ニ

ツ井の11油田図青森県では大釈迦油田の1油田図で

油田の開発生産と平行して秋田県にもっともカガミそそ

がれたことがわかる(第7図).

この期の調査では千谷好之助カミ8図中村山賢一カミ

4図巾飯塚保五郎と小田舜平が3図巾石井清彦が1

図巾担当しているが千谷の秋田と新潟の油田での活躍

がめざましい(第5表).

この第2次の油田調査によって秋田油田の主要部の

層序と地質構造ならびに実際に産出している油田にお

ける産油状況が明らかにされた.また新潟油閏につ

いては第1次の油田調査で残された油田油目ヨ図には

さまれた地域や大き恋油田の発達しない北部地域がま

とめられた･そのほか青森県と山形県とが手がけら

れたがどちらも油岡のない地域で将来の探鉱を意と

したものと考えられる.

なおこの時期の油田図は関東大震災の影響で説

明書は大正13年までに発行き抑ているが図巾の発行は

それにともなわず多くのものか昭和3年までもっと

も遅いものは昭和6年に発行されている.

この第2次の油田調査においてはほとんど地質調査

のみで第1次におけるよう放坑井内の温度測定や石油

の分析だとは行われてい荏い･また調査結果の報告も

一定の型カミできてしまいそれを踏襲している.�
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天然ガス調査

大正9年には千葉県長生郡･夷隅郡･香取郡･君津

郡下の天然ガス調査が行われている.第2次大戦後活発

になる水溶性天然ガス調査のはしりとして注目される.

海外調査

大正13年海軍の嘱託で北樺太の油田調査カミ行われ

ている.これは大正14年のソ連との北樺太の石油･

石炭利権協定にからんでのものであった.

また大正13年11月から翌年2月にかけて約3ケ月半

にわたるメキシコの石油業の視察が行われている･

5.第3次の油田調査まで

第2次の油田調査は大正13年にうち切られしぱらく

本格的た調査は行われなかった｡それは大正12年9月

1目の関東地震とその後の経済状勢によるものでそ

の結果は大正12年以後の予算と人員の推移に端的にあ

らわれている(今井功1972).すなわち大正12年

以来予算総額は年を追って減少していき昭和6年ない

し9年には大正13年の予算総額の3分の1にまで落ち

こんでしまった.

この時期の石油鉱業は新潟県では別山油田秋田県

では院内･八橋油田などの大浦岡が発見されている.

昭和2年から10年まで特別調査とよばれる調査が行

われたがあまり系統的なものでなかったように思われ

る.たとえば昭和2年には北海道･秋田ほか3県下

の調査が千谷好之助によって行われ昭和6年には富

山･石川の油田および温泉調査が飯塚保五郎北海道･

青森･秋田･新潟油田の調査カ汗谷好之助によって行わ

れるといった状態である｡ついで昭和8年には南樺

太油田カミ植村癸巳男北樺太油田が飯塚保五郎奄美大

島の石油露頭調査が飯塚保五郎によって行われている.

昭和10年になると第3次油田調査に先行して天塩

幌延南東部･仁賀保･宗谷･蟹田で油田調査が実施され

た.

狂お昭和4年には新潟県中頸城郡大藩村付近と當

山県射水ガス田の天然ガス調査か受託調査で行われて

いる.

この間昭和2年には海軍の依嘱によって台湾油閏の

調査北樺太石油株式会杜の受託として北樺太油田の調

査が行われている･また昭和4年にはボルネオとブ

ラジル昭和5年と9年にはボルネオ昭和10年には蘭

領東印度瓜畦油田の受託調査カミ実施されている.

第5表第2次油田調査による帝国油田図
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秋田県五城目油田南部

新潟県大面油田

秋田県五城目油目ヨ北部

新潟県加茂油田

〃与板油田

秋田県亀固油田

〃本荘油田

山形県最上油田

秋田県矢島油田

〃能代油田

青森県大釈迦油田

秋田県鷹巣油因

〃和田油田

〃神宮寺油田

山形県新庄油田

秋田県男鹿島油田

新潟県村上油田

山形県大石田油田

秋田県ニツ井油目ヨ

小困亮平

千谷好之助

小田亮平

千谷好之助

〃

小田亮平

千谷好之助

石井清彦

村山賢一

千谷好之助

飯塚保五郎

千谷好之助

村山賢一

〃

飯塚保五郎

千谷好之助

村山賢一

飯塚保五郎

千谷好之助

大正6

〃7

〃8

〃8

〃9

〃10

〃10

〃11

〃11

〃15

昭和4

大正14

昭和2

大正7

〃7

〃8

〃8

〃9

〃10

〃10

〃11

〃11

〃13

〃13

〃13

〃13

〃12

〃13

〃13

〃13

〃13

〃13

なお台湾油田産の貝化石の鑑定結果カミ東京帝国大

学の横山又次郎によって地質調査所報告No.101に報

告され油田構成層の年代が論じられているが標本は

上記調査の際に採集されたものである･当時地質調

査所には貝化石の専門家はいなかったわけである.

この間昭和7年には地質調査所は創立50周年を迎え

それを記念して目本地質鉱産誌が刊行された.このな

かで石油の記述に21ぺ一ジカミさかれているがこれは

この当時油田調査の中心として活躍していた千谷好之助

によって執筆されている.

昭和5年には目本石油･目本鉱業･北樺太石油など

民間の石油会杜と地質調査所の有志が集まって北樺太

･北海遣･青森･秋田･山形･新潟･長野･静岡および

台湾の第三紀層の標準層序と地層名について目本地質

学会において協議されている(千谷1930).

千谷はこの時期に地学雑誌や地質学雑誌などに毎年

数編の油田関係の報文を発表しているカミそれらの多く

は上記の調査によるものと考えられる.その他植

村癸巳男･渡辺久吉･飯塚保五郎の地質学雑誌の報文も

同様の性格のものであろう.

6.第3次の油田調査

昭相11年に第3次の油田調査カミ開始された.これ

は油田図巾萌明書につけられた山根新次の序によると�
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r今次の油田調査事業は昭和10年度より商工省鉱山局に

於て施行せる液体燃料自給促進事業の一部として地質調

査所に於て担当せるものにして其調査報告書は便宜上従

来地質調査所より刊行せる日本帝国油田地形及地質図

及同説明書に徴ひ印刷公表せることとせる｣.

この当時の石油鉱業は秋田県の八橋油田の浅層開発

期で昭和11年には第2次大戦前のピｰクを記録してい

る.そのほか新潟県の柏崎油固秋田県仁井田油田

などの小油田カミ最盛期を迎えている一新油田としては

新潟の柏崎油田山形の鳥海山油田秋日目の仁井田･桂

坂･小滝･八森油田北海道の北豊富･厚田･勇知油田

などが発見されたがいずれも小規模なものである.

石油の生産量はこの時期年ごとに減少している.

油田調査

この第3次油田調査の初年度の昭和11年には北海道

空知･恵岱刷新潟県岡野町長野県浅川について油田

調査カミ行われ特別調査として秋田県と新潟県における

試掘井の調査が行われている.

昭和12年には油田調査は北海道稚内秋田県豊川

山形県飽海新潟県の加治村･新津南部･塩谷で地質調

査が行われている.

昭相13年には油田地質精査として北海道振老青森

県鯵ケ沢秋田県七座･八森･飯田川･潟西新潟県川

口竹沢米山岩岡の調査が行われた.そのほか特

別調査として湖ヨや徴候地の短期間の調査が数多く行

われている.この中では新潟県の新津･東山油田お

よび秋田県桂根油田の坑道掘調査が目をひく.

昭和14年には油田地質精査として北海道川端･初山

別･当別青森県鯵ケ沢秋田県亀田南部･白雪川･雄

物川新潟県郷津･柏崎の調査カミ行われた.また特別

調査として試掘地･石油徴候地の短期間の調査が9ケ所

で行われている.

昭和15年には油田地質精査として北海道当別･千歳

油田北部青森県鯵ケ沢秋田県亀田油田北部新潟県

村松･関山･西山油田北部新潟･長野県境の富倉長

野県豊井の調査か行われている.

昭和16年には油田精査として北海道豊富油田北部･

徳富油田北部･杵臼油田北部新潟県頸城油田西部･石

黒油田西部･七間油田西部の調査が行われた.そのほ

か官民受託を含む特別調査が19件行われている.

昭穐17年には油田地質調査は新潟県黒川油田だけに

なってしまい特別調査も5件に減少している以後

内地の油田調査は行われていない.

山根新次の序にもあったように上記の調査結果のあ

第6表第3次油田調査による帝国油田図
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区域

北海道宗谷油田

〃天塩油囲

青森県蟹囲油田

秋田県仁賀保油田

北海道空知油田

長野県長野油田

新潟県岡野町油田

〃新津油田南部

山形県飽海油田

北海道稚内油因

新潟県塩谷油田

北海道振老油田

秋田県八森七座

潟酉油田

新潟県川口･竹沢油田

北海道幌延油田

〃初山別油岡

秋閏県白雪川油田

秋田県亀田油田南部

北海道川端油田

新潟県郷津油因

報告者1

飯塚保五郎

渡辺久吉

鈴木達夫

三土知芳

飯塚保五郎

鈴木達夫

渡辺久吉

遠藤六郎

三土知芳

金原均二

竹原平一

松沢勲

竹原平一

遠藤六郎

金原均二

渡辺久吉

千谷好之助

金原均二

〃

竹原平一

兼子勝

墨行卑麟華

昭和11

〃11

〃12

〃12

〃13

〃13

〃13

〃14

〃14

〃14

〃15

〃17

〃17

〃17

〃18

〃18

再版〃22

〃18

〃18

〃19

昭和11

〃11

〃11

〃13

〃13

〃13

〃13

〃15

〃15

〃15

〃15

〃15

〃15

〃15

〃18

〃18

再版〃22

〃18

〃18

〃19

るものは帝国油田図として出版された･この期の帝

国油田図としては北海遺では宗谷･天塩･空知･稚内

･振老･初山別･川端･幌延南東部の8図巾青森県で

は蟹目ヨの1図巾秋田県では仁賀保･八森七座潟西･白

雪川･亀固南部の4図巾新潟県では岡野町･新津南部

･塩谷･川口竹沢･郷津の5図巾が出版されている(第6表).

この地域別の割合を見てもわかるように第1期が新潟

県第2期が秋田県に重点があったのに対してこの時期

は北海道にかなり重点が移されたことがわかる(第7図).

なお末期に行われた西山油田北部(池辺展生)八石.

小千谷滴田(池辺展生)富倉油田(森島疋夫)の調査結果

は地質図も報告書も完成していながら未刊に終って

いる.

上記の油田図は金原均ニカミ共著を含めて4図巾渡

辺久吉と竹原平一が3図巾飯塚保五郎･鈴木達夫･三

土知芳･遠藤六郎が2図巾千谷好之助･松沢勲･兼

子勝が各1図巾をつくっている.

この時期の油田図の特徴としてこれまでのように地

層名を岩石名とするのに代えてある地層が模式的に発

達する地方の地名をとって地層名とする方式にしたこと

である.この方式はたとえぱ黒色頁岩といっても

あるところでは灰色頁岩や硬質頁岩によって代表された

りするので岩石名で地層名を代表させるよりも合理的�



第7-1表新潟油目ヨの標準層序と命名者

標準層序名命名者

魚

沼

層

矢代田層大村一蔵(1930)

小国層

塚山層

稗生層

大千

村谷

好

一之

蔵助

������

(年代)

千谷好之助(1930)

伊木常誠(1922)

池辺展生(1940)

和南津層伊木常誠(1922)

灰爪層白岩層1大村一蔵(･…)

西山層･年ヶ首層

渡辺久吉(1926)

1渡辺久吉(1…)大村一蔵(1…)

浜忠層1池辺穣(1…)

椎谷層1伊木常誠(･…)

寺泊層大村一蔵(1927)

七各層1渡辺久吉(･…)

津川層1千谷好之助(･…)
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第7-2麦秋田油田の標準層序と命名者

標準層序名�命名者(年代)

潟酉層�大橋良一(1930)

鮪川層�大橋良一(1918)

脇本層･笹岡層�外山四郎(1925)大村一蔵(1928)

北浦層･天徳寺層�大橋良一(1918)大村一蔵(1928)

船川層�大橋良](1918)

女川層�大橋良一(1918)

西黒沢層�大橋良一(1918)

台島層�大橋良一(1918)

門前層�藤岡一男(1959)

である.

今目一般に用いられている新潟県および秋田県の標準

層序を第7-1表ド2表に示したカミ前者は]930年前後

後者は1920年前後にほぼ確立された.秋田県について

は大橋良一新潟県については伊木常誠大村一蔵の貢

献カミ大きい.
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第8図南方油田調査団の各班調査位置図(地質調査所阿波丸殉難者追悼録刊行会1979)

なお第3次油田調査の時期

に匁ると各地の油田から産す

る貝化石に関する報文が地質

調査所の金原均二や池辺展生に

よって報告されている.金原

による新潟県の塩谷･川口･竹

沢油田山形県の飽海油閏秋

田県の本荘･潟西油田北海道

の天塩･瀬棚などから産する貝

化石が昭和12年から17年に

池辺による魚沼統からの貝化石

群カミ昭和17年に報告されてい

る.

天然ガス調査

この時期には各地で天然ガ

ス調査カミ行われている.昭穐

11年には千葉県昭和14年には

静岡県焼津昭和15年には宮崎

県と千葉県大多喜町の調査が行

われているカミ第二次大戦後の

本格的調査に先だつものとして

注目される.

物理探査と試錐調査

この時期の油固調査の特徴は

物理探査と試錐か導入されたこ�
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表8

太平洋戦争時における石油地質家の海外での活動(地質調査所

���

藤原健一

ルｰマニア油田

(受託〕

蒙彊石炭石油

樺太蒙彊

中国1石炭砂クロｰム

金鉱

重晶面

蒙彊

扁山

��

ジャワ

蒙彊ジャワ地質調査所

(工荻水)

ボルネオ海軍特設燃料廠

セレベス

南方[l1領地区資1原セレベス･マカッサル研究所

中国

興亜院嘱託

樺太仏印

石炭石械

とである･電気探査は第3期油田調査直前の昭和10

年から油田調査に導入されているが昭和11年からは地

震探査昭和13年からは重力探査が導入され最盛期の

昭和15年には10件の物理探査が行われている.試錐

は地質調査の補助として昭稲13年から行われた.深

度は300mまでで年数坑ないし1C坑位掘られた.

海外の調査

昭穐13年には満州国産業部からの受託調査として満

州海軍省の嘱託として台湾油田の調査カミ行われた.

昭和14年には三土知芳は協和鉱業からの受託調査

ということでルｰマニアの調査におもむいている.

その後昭穐16年12月8目にはじまる太平洋戦争によ

って石油地質家は初期の占領地であるジャワ･スマ

トラ･ボルネオなどへ昭和17年頃から大量に派遣され

ていった(第8図･第8表)｡その穴をうめるような形で

各大学の教官が嘱託として地質調査所に併任された(地

質調査所80周年記念出版物編集委員会1962).佐々保雄･

損山次郎･高橋純一･半沢正四郎･上床国夫･小林貞一

･高井冬二･松本達郎･藤岡一男･内尾高保といった方

々で昭和17年頃から20年頃まで嘱託されたが第2次

大戦後の昭相20年の末頃までには解職された.

なお戦況の悪化とともに従来の南方石油依存を国

内生産の奨励に切りかえ南方に送りだした石油人を内

地に送還し国内油田の採掘作業にあたらせた.この

ための内地への帰還者を乗せた阿波丸は昭和20年4月

1目台湾海峡の藻ぐすと消えた.これにはニュｰギ

ニアからの500余名の石油人が乗船しておりこの中に

第2期および第3期初期の油田調査に活躍した千谷好之

助が含まれていた(第9図).

千谷好之助のこと

彼は昭和15年帝国石油資源開発株式会社設立とと

もに取締役就任のため退官された･第二次大戦中はジ�
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策9図

千谷好之助

ヤワ油田の開発に尽力されたが脳溢血で倒れ本土へ

の帰還の途次上記のよう荏運命をたどられた.

兼手勝によるとr千谷さんは誰にでも知られている

通り温情あふるる人であった.そして当時の石油人

の間で深く親しまれていた｣という(肩本地質学会1953)･

三土知芳によると第二高等学校講師であった千谷は

第二次油田調査事業が始まるとともに地質調査所に迎え

られその要員にくわわった.この事業は大正13年に

一たん打ち切られたが鉱山局(後の燃料局)の兼務とな

りその所管する石油探査の補助金交付事業において

補助井選定の業務にあたった(地質調査所阿波丸殉職者過1卓

録刊行会1979).

昭和11年の第三次油田調査事業の開始とともに千谷

はその企画･監督の任にあたった｡三土はそれまで

7万5千分の1の地質調査に従事していたカミ千谷に油

田調査の一員に加えてくれるよう願っていれられた､

この調査は測量班の作製する1万分の1程度の地形図

をもとに十分な時間を賞して調査にあたることができ

たので自分に納得できる仕事であったという.

三土によると千谷はr明治19年生れの生粋の江戸っ

子にふさわしくあけっぴろげでさっぱりしたその上

人情味豊かで侠気ある人柄であった.千谷をたずねる

客は多かったがそれは石油試掘補助業務にあたったせ

いもあるがむしろ接する人を気持ちよく包み込む千谷

の人柄のせいでもあった｣という(地質調査所阿波丸殉職

者追悼録刊行会1979)

千谷は大正2年に東京帝国大学を卒業し大正6年に

地質調査所に迎えられ昭和15年まで油田調査の中心と

して活躍した･つまり彼の地質調査所における活躍

の期間は大学卒業後4年から27年の23年間で20代の

最後から40代の前半という働き盛りを油田調査にささげ

たわけである･彼はひじょうに多くの調査報告などを

残しているがそれらは彼の上記の経歴とも関係して

か試掘位置を明解に指示している点が注目される.

油田地質をめぐる話題

第3次の油田調査が行われていた昭和14年･15年には

秋日ヨ県本荘と岩手県黒沢尻間の地質調査が大学･科学

博物館と地質調査所の協力で行われた､この調査は

産油地以外の第三紀層の層序と地質構造を研究し産油

地の第三紀層と比較して東北地方の第三紀層の層序と

地質構造を総体的に研究することにあった(上床国夫ほか

194!).そしてその結果が油田開発の基礎資料とた

りまた学問的に意義あるものになることを期待したも

のであった.

具体的には上記の地域と秋田油田め層序との関係

堆積相の推移東西での構造上の律性地質構造の時代

的変遷その変遷と堆積相との推移関係平原地域の地

質構造地層摺曲の機構などを明らかにすることであっ

た.調査には科学博物館から井尻正二東大工学部

から蔵田延男地質調査所から片山勝が参加し東大

工学部の上床国夫が総合するということで行われ昭和

1ε年に各人の調査結果の報告カミ石油技術協会誌に発表

された.

この調査はもともと伊木常誠によって調査の数年前

に提唱されたものであることを上床は記している.

昭和15年にはr新潟県各油田の地層対比を論じ石油

試掘との関係に及ぶ｣と題する討論会が石油技術協会

において行われ千谷が開会の挨拶で問題提起を行った

(千谷1940).それによると当時新潟油田の産油量

が減退し新油田の開発と採掘油田の回春が期待されて

いたカミそのために新潟各油日ヨの各地層の状態新潟

満目ヨの石油の集積と其油母岩老朽油田の回春平野地

域の地質と其試掘油層と地層の傾斜について討論し

たということである.この時千谷はすでに退官して

いたが以上の問題提起は当然地質調査所時代の蓄積

によるものであったはずである.

ついで池辺展生がr新潟県各油田の地層の対比｣と

題して対比試案を提出し議論カミ展開された(池辺1940).

後年の池辺の研究の原形を見るようでひじょうに興味

深い.なおこの時の討論が論文のあとに付されてい

るが当時の雰囲気を感じさせてくれひじょうに面白

レ､.

昭和16年大塚弥之助(19411942)と池辺展生(194ユ)

によって油田地帯の摺曲のあるものが現在も成長し

ていることを指摘する論文カミ発表された･池辺の論文

は新潟油田の禰曲に関するもので一等水準点と河岸

段丘が第三系･第四系の槽曲と平行して変動している

ことを指摘するものであったが講演要旨だけで詳細は�
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発表され荏かった.大塚の論文は青森･秋日ヨ･山形

新潟県の各地に発達する摺曲を横断して一等水準点が設

けられているがそれらを検討すると最近数10年間に

槽曲は成長しておりさらに河岸段丘をも変形させてい

るものがあることを指摘したものである.

この論文には青森県の大釈迦油田図秋田県の能代

･ニツ井･脇巣･和田･神宮寺の各油田図が引用されて

いて大塚の発見か地質調査所の石油地質家の業績に

大きく負っていたことを示している.

7.第2次大戦後

太平洋戦争は昭和20年8月15目に終ったがその後

わが国は深刻なエネルギｰ危機を迎えそれに対処す

るために地質調査所は昭和23年から全国天然ガス調

査を行った(鈴木ほか1972).これは従来ほとんど

かえりみられなかったような各地の新第三紀･第四紀の

堆積盆地に胚胎するいわゆる水溶性天然ガスの調査であ

った･したがってこの時期には秋田や新潟の油固

地帯は調査対象としてとりあげられることは少なかった･

しかし昭和28年から北海道の白壁系などを対象に

油田調査カミ行われまた同じ昭和28年から秋田県の

八橋油田の実態を解明するためにその北東方の五城目

油田の調査が行われた･それらは日本油田ガス田図

の青山奥および五城目として出版された･五城目図巾

で注目される点は第2次大戦後南関東のガス田にお

けるような組織的狂調査で火砕岩鍵層を用いた対比を行

い従来よりも一桁精度の高い地質図をつくる方式を用

いている点である.したがって岩相や層厚変化が正

確につかまれている.

なおこの時期に五城目油閏の地質調査と平行して

八橋油田の地球化学的研究カミ行われておりその結果は

本島公司らによって昭相35年に発表された.

第二次大戦後における本格的な油田地帯での調査研究

は昭和36年からの特別研究｢構造性天然ガス｣にはじま

る.昭和36年には秋田県本荘･矢島地方および横手

盆地の調査が行われている･昭和37年には秋田県由

利油帯と新潟県新津～加茂区の地質調査が行われたが

後者はその後の新潟県における組織的な調査研究の晴

夫となる､昭和38年には上記の地域につづく新潟県

新津～三条間の調査が行われている･この新潟油田の

調査研究はその後もつづけられ昭和42年から47年まで

行われる特別研究r第三系堆積盆地の形成機構の研究｣

へとひきつがれる.

この構造性天然ガス調査では新潟や秋田において

地震探査や重力探査が行われたほか昭和39年からは空

中磁気探査が実施されている.また新潟や秋田の堆

積盆地の中心部に層序確立のための深い試錐が行われ

たほか構造構認のために各地で試錐が実施された･

昭稲42年には石油開発公団が設立され物理探査や試

錐の主なものは同公団の業務に移されわずかに地表地

質関係が特別研究｢第三系堆積盆地の形成機構の研究｣

に残され昭和47年まで続けられた･しかしその後は

油固地帯の組織的な研究は行われていない.

上記の調査研究の成果は日本油田ガス田図の七谷･

魚沼･佐渡および研究報告250号r新潟第三系堆積盆

地の形成と発展｣にまとめられている(第三系堆積奪地研

究グルｰプ1974).

8.まとめと今後の課題

以上にみてきたように地質調査所における油田調査

はその時々の政治的･経済的･社会的事庸に左右され

なカミらも着実に油田地帯の地質や含油層の実態を明ら

かにし探鉱の基本と在る資料を提供してきた･その

成果について千谷好之助(!925)はr含油第三紀層の層

序を明らかにし油層の第三紀各層に賦存する位置を明

らかにしたり亦各層に埋蔵せる化石層の位置も賂明に

殊に秋田地方に於ては玄武岩層の油層との関係凝灰岩

層と第三紀各層との関係｣を明らかにしたことをあげて

いる.とくに帝国油田図は地質図の精度の高さにお

いて高い評価をうけ現在においてもひじょうに重要

な資料となっている･これらの調査はたいへんな労

苦をともなったものであった.千谷好之助(1925)は

r地質調査は第三紀層の層序岩石の性状地層の構造

石油露面会油層の存否及含油層の位置採油及試掘状

況鉱泉と石油との関係等に就き調査せるものにして夏

目の炎天秋目の霧雨名目の積雪の中と難渓流川沢

を捗り或は深藪を分けて隈なく槌痕鍬痕を止むるにあ

るを以て其労苦担々たる道路を行くが如きものにあらざ

るなり｣とのべている.

一方油田調査についてつぎのような評価もある.

rこの調査によって東北裏目本の地向斜地帯についての

くわしい層序的のデｰタカミ得られたわけであるがお役

所式の仕事の通弊として既製の枠にはめられて自由な

学問的の発展を許され放かったきらいもあり新しいデ

ｰタの集積を古い動きのとれない形式の中に無理に押

し込んだ観が見られる｣(池辺展生196!)｡池辺の活躍

した第3次の油田調査は昭和12年の目中戦争昭和16

年の太平洋戦争といったあわただしい雰囲気の中で行わ

れほとんど余裕も与えられなかったということなので�
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〈運動像〉〈ひずみ像〉

槻造地質学的研究�地層の等煽原線閉�地質構造解析���地質構造断面���各概岩石の力学試験デｰタ

堆禎学的研究�単元時舳△T)の地表変形像�造機応力場の復元��F･一･I雌墾り堕留��物例1モデル��

���リ･��地層変形の数値モデル実験���

�����

���●�����

���Ye昌�����

�△Tの歪肚分布�△Tの造械応力分布�△Tの基盤変形��△Tの圧力変化���△Tの体.験歪の分布

���許ステｰジ秘のくり返し�����

��累減地質維遣�造構応力場の変遷��圧力･体検変化の変遷���

���堆積盆形成過程の解明�����

��根源岩の地化芦的研究����1･一一･■…一一一一一一一一･一一●一.●一●■一}��

�����

�����I1深部地質構遣の推定���;
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第10図堆積盆の深部地質構造解明のシミュレｰション(小玉喜三郎1982)

あろう.

しかしこの第3次の油田調査では各種の物理探査

や試錐が導入されそのまま発展したならば画期的なも

のとなったであろうと考えられる.また地質調査所の

業務ではないけれどもひじょうに基本的な課題の解明

をかかげて行われた秋田県本庄と岩手県黒沢尻間の調査

もその後の発展カミ大いに期待されたところであるが

いずれも太平洋戦争によって中絶してしまった.

第二次大戦後満目ヨやガス田地帯の調査が再開され

戦前の成果をうけつぎなカミら発展している･地質調査

所においてはこれまでの累層単位の調査から鍵層を

追跡することによってより精度の高い地質図がつくられ

ている｡また従来ほとんど取りあげられることのな

かった油田の最下位層であるグリｰンタフが調査対象

となってきている･これは油田の深部が探鉱対象に

なりグリｰンタフに胚胎する油田やガス田カミ発見される

にいたっているからである.

今後石油の探鉱はより深部に向ってすすめられるで

あろう･我われの調査研究もそのような探鉱に資す

るものでなければならない･しかしそのような深部

の地質は従来のように地表付近の地質から単純に外

挿することはできない.当然物理探査が要求されるわ

けであるが近年多くの鉱床が発見されている火山岩･

火山砕層岩では物理探査がかならずしも有効ではない.

我われは地表地質･物理探査･坑井校との資料を総

合し地質の発展過程を復元し地質･地球物理的資料

をもとに境界条件を設定し実験的に深部過程を再現す

ることを試みている(第10図)･
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地学と切手

地球の内部を示した切手

倮�

地球の内部構造を求めることは地球物理学の仕事であ

る･すでに1909年にユｰゴスラビアのA.モホロビチ

ッチはクロアチア地方の地震の記録を整理した際にみ

られた走時曲線の系統的な折れ曲りを説明するために

地下50kmのところに弾性波速度が急激に変化する不連

続面を発見した.これがモホロビチッチ不連続面で

これから上を地殻と一呼んでそれ以下をマントノレと呼

ぶ.地殻は大陸で厚く海洋で薄くその平均は35km

といわれている.

語

一方地球の半径は約6,400km平均密度は5,59/cm

であり陸地の基盤の密度が2.7～2,89/cm$海底の基

盤を作るのが2,9～3,29/crnヨなので地球の内部は平

均密度より重いものと想像される.

マントル以下の構造を地震波によって推定したのは

ジェフリｰズ(H.Jeffreys)とグｰテンベルク(B.

Gutenberg)であった.彼らによると地球内部にお

ける弾性波速度は縦波･横波とも次第に増大し2,900

kmのところで横波は伝わらなくなり縦波の速度は急

激に低下する.縦波は再び増大するが4,500kmのと

ころで変化する･横波が伝わらないのは2,900km以

下が液体であることを示すものであろう.ここまでは

1930年代で一応の結論に達していた.さらにこれを密

度と圧力で示したのがブレン(K.E.Bu11en)であり剛

性率から物質まで考察したのはパｰチ(F,Birch)であ

った.

今では地球は表面から平均35kmまで地殻(固体)一

2,900kmまでマントル(固体)一4,500kmまで外核(液

体)一より以下内核(固体)からなると考えられている･

切手は8aが1964年イスラエル建国16週年記念でテ

レストリアル･スペクトロスコピｰ.イスラエルの科学

への寄与を表したもの･500eは1974年9月サンチャ

ゴで行われたIAYCEI(国際火山学地球内部化学会)シ

ンポジウムを記念してテリｰで発行されたもの.日本

からは北海道大学横山泉氏が参加した.外国からは330

国166名参加�


